
 

 

 

  

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田市立中台中学校 学校だより 

文責：内田 淳 

令和７年 １月３１日（金）Vol.３９ 
学校教育目標 『自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成』 

３年生を送る・まごころを贈る 

３年生がそれぞれの目標に向かって頑張っている中、１、２年生もまた、大きな目標に向かって頑張っ

ています。目指すは、３月３日(月)に行われる、「３年生を送る会」の成功。学年ごとに企画を立て、隙

あらば練習や準備にいそしんでいます。 

「仲間も自分も大切に」「感動・感謝を大切に」 

「団結・協力を大切に」「命を大切に」 

【ホームページへ】 

「３年生を送る会」は、生徒による手作りの卒業式。部活や行事な

どで頼れる存在だった３年生に、感謝の気持ちとともに、「あとは、

私たちに任せてください」という思いを伝えるべく、工夫を凝らし、

力を合わせて頑張っています。 

この行事に取り組む中で、１、２年生は、「仲間も自分も大切に」

という本校のテーマを達成できるだろう、と私は期待しています。 

１、２年生は、３年生への感謝の気持ちを伝え、楽しくてしみじみ

とした時間を味わってもらうために、団結・協力して取り組みます。

３年生への思いを形にしようと努力する姿は、まさに、「仲間を大切

にする」ことそのものです。 

【準備の傍ら、合唱も頑張る１年生。自分た

ちで練習します。先生がいなくても、自主的

に取り組む力が身に付いています】 

【「こうしようよ」「あれもいいよね」とア

イデアが無限に出続ける男子たち。３年生の

笑顔のために、真剣な表情で取り組みます】 

【タブレットを持ち寄って、台本をつくって

います。思い浮かんだフレーズを打ってモニ

ターに映して、練りに練って作成中】 

そして、１、２年生は、この行事に取り組むことで、一人ひとりの発想力、表現力、行動力、想像力な

どがさらに高まることでしょう。練習の苦労や、完成させた喜びをともに分かち合う中で、一人ひとりの

心は、さらに豊かになるはずです。これこそが「自分を大切にする」ことなのです。 

相手を思って積み重ねた行動は、必ず自分自身に返ってくる、と私は考えます。だから、３年生のため

に活動することは、きっと１、２年生の成長につながるだろうと信じています。 

この行事をやりとげたとき、３年生には感動が届けられ、１、２年生は、きっと自信をもって新年度に

向かって一歩踏み出すことができるでしょう。「３年生を未来へ送る会」、そして、「３年生にまごころ

を贈る会」の成功を、心から祈っています。 

【会場装飾係は、黙々と手を動かして作業

中。既に段ボール一箱分の飾りが完成してい

ましたが、まだまだ、頑張ります】 

【役者の生徒が、声優の声に合わせて演じる

２年生。自分で台詞を発するよりも高度な演

技力や表現力が必要】 

【大道具係が、まさに大道具をつくっていま

す。これが舞台でどのように活用されるの

か、見当が付かない分、楽しみです】 

【芝居に奥行きをもたせるのが衣装係。アイ

デアと集中力で進めています。まだ解禁前？

なので、どんな衣装かはナイショです】 



   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

学級も学校も落ち着いていて、明るくて団

結力がある。居心地がよく過ごしやすい 

不安だけど、入

試、頑張ります！ 

先生が親身になって話を聞いてく

れるので、うれしい。安心する 

合唱は苦手だけど、みんなが頑張

っているので私も頑張っている 

推し活が幸せで元気出る。

ライブとかにも行きたい 
将来は○○になりたい／ 

将来の夢は今は未定 

中学校の部活はたいへんだった

けど、やってよかった 

自分を語る１０分間 
１０月１４日から始まった「校長室面談」が、一区切り付きまし

た。３ヶ月かけて一人ひとりと話したので、話題の中心も、修学旅行

や合唱コンクールなどから、志望校の決定や迷い、入試への不安と緊

張へと、その時々で移ろいでいきます。 

生徒の大半は、緊張して入室してくるので、「入試や卒業に向け

て、一人ひとりをよく知って応援したい」と、この面談の趣旨を伝え

てから、あれこれと質問して語ってもらいました。 

一通り話したあとで、「他の生徒にも、校長室でこんな話をした、

と教えてあげてね」と伝えて、面談はおしまいです。その次に来る生

徒が、「他の人たちから、校長先生と世間話や雑談をする感じ、と聞 

【一人ひとりとゆっくり話す機会が無いの

で、いろいろな発見があり、非常に貴重な

時間になりました】 

高校で、今と同じ部活

を続けたい／違う部活

に挑戦したい 

高校では、バイトした

い・勉強も頑張りたい 

修学旅行で一番の思い出

は部屋の時間。みんなで

ワイワイ過ごしたこと 

体育祭が心に残っ

ている。特に長縄

とか大玉とか 

合唱コンクールは隣のクラスもよ

かったけど、ウチらのクラスも、

とてもよかった。大満足 

入試が心配。数

学、理科、英語

が難しい 

友人の○○さんは、一

緒にいて楽しいし、何

でも話せる 

暇さえあれば、絵を描

いている。紙でもタブ

レットでも 

中台中はみんなルールを守

っている。授業も楽しく

て、わかりやすいのがいい 

△△高校に行きたいけ

ど、実力的には、あと

χ点ほしい 

いたんですけど…」と言ったのには、思わず笑ってしまいました。 

そんなこんなで、３年生は、おおよそ次のようなことを、語ってくれました。 

面談の最後の質問は「中台中のいいところって、どこだと思う？」でした。圧倒的に多かったのは、

「落ち着いている」「穏やか」「行事で団結できる」「先生との関係がよい」などで、自分たちを取り巻

く雰囲気に魅力を感じているようで、安心するとともに、うれしい気持ちでした。家庭や学校、地域での

様々な関わりの中で、生徒たちの心は、善く育っている、ということを感じることができました。 

公立高校入試まで、あと３週間とちょっとです。３年生の教室では、進路が決まった生徒と、これから

決めようとしている生徒と、様々な気持ちが混ざり合っていますが、３年生も、仲間も自分も大切にし

て、頑張っています。私たちもしっかり支え、卒業まで、ともに駆け抜けていきます。全校を挙げて、３

年生を応援していますよ！ 

体育館、工事中につき… 
今月の中旬から、体育館にエアコンを取り

付ける工事を行っています。今のところ、工

事は順調に進んでおり、当初の計画では、来

月中に工事が完了し、試運転までできる見込

みです。 

それに伴って、体育館での活動が制限され

てしまうため、生徒には少々不便をかけてい

ます。バスケ部とバレー部は、それぞれ近隣

の小学校の体育館を借りて、練習を行いまし

た。また、卓球部は、多目的室・朱雀を使う

などして、活動場所を確保。それぞれの場所

で、たゆまず頑張っています。 

面接が、緊張す

る。本番でうま

くできるかな 

【卓球部：２／１～２、県強化大会・団体戦出場】 


